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他教科連携の外国語教育と CLILの可能性報告書 
地域政策学部 安達理恵 
 
去る 2018 年 3 月 3 日（土）午後 13:15～16:15、「他教科連携の外国語教育と CLIL の可
能性」が豊橋校舎本館で開催され、近隣の小学校の先生を始め 60 名弱の参加者に来校い
ただいた。発表者の方々は科学研究費№17K03031「４Ｃを育成する CLIL 教育方法の研
究と日本の小学校教育への応用」で研究協力を頂いている小学校関係の先生方と、中部地
区英語教育学会課題別研究プロジェクトの研究メンバーである。CLIL（Content and 
Language Integrated Learning）とは、ヨーロッパで広まっている「内容言語統合型学習
法」のことで、他教科学習を通して外国語も学ぶアプローチである。単に知識を与える学
習法ではなく、生徒が能動的に考えたり、グループで話しあったりすることを重視し、加
えて一つのテーマについて体系的に多様な指導方法（絵を描く、歌を歌う、身体で表現す
る、グループで課題に取り組む、寸劇をする）を用いて自然に外国語に親しむことができ
る。PBL（プロジェクトベース型学習）と協同学習をミックスした 21 世紀型のアクティ
ブラーニングと言えるだろう。 
プログラムの内容は以下である。本報告書ではこれらの概要を報告する。 
 
1.【概要説明】外国語教育における CLIL の試みと課題   
安達理恵（愛知大学）---------------------------------------------------------------- 2 
2.【ワークショップ】教科横断型授業を利用したアルファベットのプロジェクト学習 
       北野ゆき（守口市さつき学園），松延亜紀（大阪市英語教育アドバイザー），
竹田里香（姫路獨協大学）---------------------------------------------------------- 6 
3.【報 告】Why do you learn English in the Global Age? ～TED Talk を使った高校での授業  
山本孝次（刈谷北高等学校）------------------------------------------------------- 8 
4.【ワークショップ】小学生の疑問にどう答える   
成田潤也（厚木市立厚木第二小学校），松延亜紀（大阪市教育アドバイザー），
安田万里（AIM English House）------------------------------------------------- 10 
5.【報 告】童謡を使った CLIL 実践例   
山西敏博（公立鳥取環境大学）---------------------------------------------------- 12 
6.【ま と め】質疑応答  樫本洋子（大阪教育大学付属小学校） 
7. 〈資  料〉  --------------------------------------------------------------------------------------------  14 
 
 
なお、この研究会開催と報告書発行においては愛知大学人文社会学研究所より多大な助成
を受けており、また日本学術振興会の科研費基盤研究 (C) No. 17K03031 の助成も受けて
いる。心より感謝申し上げる。 
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外国語教育における CLILの試みと課題 
安達理恵 愛知大学地域政策学部 
 
１． はじめに― CLIL(Content and Language Integrated Learning) とは 
CLIL とは、19 世紀ころよりヨーロッパで急速に広まった教科などの内容を外国語で学
ぶ学習方法であり、４つの C の育成（Coyle, Hood, & March, 2010，渡部他，2011）をす
ることで学習がより効果的になると考えられている。４C とは、Content（教科内容）、
Communication（言語）、Cognition（思考）、Culture/Community（異文化／協同学習）
を指す。「効果的」ということは、４C がないと CLIL と言えないわけではない。実際、
CLIL は一般的に”an umbrella term”と呼ばれる通り、多様な学習・教育方法を包括して
いる。日本では CLIL は「英語力向上を目指すための教育法」と捉えられているケースが
よく見られるが、ヨーロッパにおける授業では英語以外の多様な外国語で実施され、また
教室内の母語の使用を可能としており、英語の授業科目が CLIL の授業とは別にある。ま
た、言語以外の教科の教師が指導することが多いため、評価も英語力は一部、もしくは教
科内容だけで評価され英語に関しては全く評価されない場合もある。 
ヨーロッパで CLIL が拡大してきた背景には、欧州連合(EU)の神髄となる複言語・複文
化主義がある。幾度も戦禍を見舞われてきた EU では、母語＋２言語の多言語主義 （Coyle, 
Hood, & March, 2010、西山・大木、2015）政策がとられることになった。国家という枠
組みを超えた EU を一つの政治的共同体とする認識を広めるため、国境を超えて人々がお
互いの文化や言語を相互理解することで、国民ではなくヨーロッパ人としてのアイデンテ
ィティーを育成することが重要と考えられたからである。そしてこのヨーロッパ社会にお
ける共生意識を育くむために、欧州評議会（COE）では移民の子どもの言語権も補償し、
言語教育は、個人の技能を高めるためだけでなく、社会平等を目指す、不平等や格差の是
正のためにあるべきとされている。これにより国民ではなく市民としての意識を育成する
シチズンシップ教育にも力を入れているのである。 
 
2. CLIL の特徴 
CLIL の特徴の一つにプロジェクト学習がある。プロジェクト学習とは１つのテーマに
沿って複数時間に亘り、他教科の学びの目的を意識しながら学習する。同時に、キーワー
ドやチャンクは繰り返し出てくるため、プロジェクトが終わった時には無意識のうちに関
連語句は覚えてしまう。また、CLIL では自分たちで考える活動や creative な活動が多く、
思考力を高めることができる。さらに制作、身体表現、歌など個の様々な能力を引き出す
様々な活動がある。これは Gardner(2003)の多重知能理論に基づき、人間に備わる 8 つの
知能、すなわち言語的知能、論理数学的知能、空間的知能、身体運動的知能、音楽的知能、
対人的知能内省的知能、博物的知能があるので、児童の個性に合わせた知能を伸ばそうと
するものである。これによって英語という言語的知能には苦手意識をもつ子どもも取り組
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むチャンスが生まれる。そして新学習指導要領でも３つの資質・能力（文部科学省、2016a）、 
１．知識・技能：何を理解し何ができるか 
２．思考力・判断力・表現力：理解してること、できることをどう使うか 
３．主体的な学び・人間性：どのように社会・世界に関わりより良い人生を送れるか 
を挙げており、多面的な目標となっている。このことは、今後の評価（文部科学省、2016b）
の在り方として、行動観察、振り返りカード点検・分析、ワークシートなどに加え、パフ
ォーマンス評価も検討されていることからも伺える。 
なお制作物の例として Lapbook が挙げられる。Lapbook とはプロジェクト型学習ポー
トフォリオの一種で、A4 くらいの見開き型の紙フォルダーの内側（場合により外側にも）
に、学習したものを小さな本、図、グラフ、カードなどの形式で貼り付けたものである。
また身体表現としては、地理で学習した地形をグループで身体を使って表現する、子ども
達に人気の絵本「The very hungry caterpillar」の物語を劇にする、などが挙げられる。 
 
3. 日本への応用の有利点・意義・課題 
以上のようなCLILの特徴を踏まえると、日本の教育環境に合わせてCLILを取り入れ、
授業に応用していくことの意義には多様な有利点が考えられる。まず英語の授業というよ
り Content 重視のため、内容に関心をもちながら学習ができる点がある。またグループで
の協同学習の活動が多いので、協力的な体制の Cooperation、すなわち「学びの共同体」
ができる。さらに調べ学習や話し合い、学んだことを図に表すことも多いので、Cognition
も発達させることができる。さらにグループ間の学びから新たな学習の Community が生
まれ、異文化への関心も生まれる。そして児童の理解を促す場合やコントロールが必要な
場合母語を使用することも可能である。なぜなら CLIL では児童が理解しているかなど、
児童の立場が基本、student centered の学習方法だからである。 
 
4. 日本で応用する場合の課題 
しかしながら、日本の現状の教育環境ではいくつかの課題もある。その一つがクラスサ
イズである。例えば筆者らが見学させていただいたヨーロッパの複数の学校では、高校で
も 1 クラス 25 人程度となっており、授業がしやすい環境となっている。またティームテ
ィーチングスタイルが多く、科目の先生に加え、英語教員がサポートして入っている授業
が半分ほどあり、きめ細かな指導が可能となっている。さらに生徒の英語力が高く、これ
は CLIL とは別に英語の授業が 1 年生からあり、外国語学習時間が多くなっていることか
ら全般的に生徒の英語力が高いと考えられる。イタリアの高校（訪問したのはベネチア）
では、海外の大学進学を目指している生徒も多く英語圏の大学への進学を希望するものは
英語力が必須になるため、必然的に熱心に勉強する生徒が多い。また同様に教師の英語力
も、やはり EU の一部であること、移民や外国からの観光客が多いため、比較的英語力が
高く、また多様な外国語に関心を持っている様子も見られた。また普通の教員は毎日朝か
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ら夜まで働いておらず、午前か午後のみの授業を担当する場合や、授業が終われば帰宅す
ることも多い。よって、教師のゆとりと情熱は、CLIL 授業の改善向けることができる。
最後にイタリア語などのヨーロッパ言語は、英語と文字も同じアルファベット、文法など
も類似点があり、単語も語源を同じくするものが複数あり、英語と言語的距離が近い。こ
れらの課題をすぐに解決するのは困難ではあるが、これらは、いかに外国語としての英語
を学習することの児童・生徒の困難さを教員が理解するがが重要ということを意味する。 
 
5. CLIL の日本の（小）学校への文脈化 
前述したように、英語などの外国語は、日本においては日常使用する頻度はほとんどな
く、したがって学習者には動機づけと相当の努力必要となっている。加えて CLIL が指導
できる専科教員もほとんどおらず、当然、研修の機会が少なくなっている。しかしながら
同様に日本の公立小学校教育状況で、英語だけを教えることも動機づけを維持することは
非常に困難となっている。本来の他教科連携の外国語活動の方が望ましかったのではない
だろうか。いずれにせよ文部科学省も、アクティブラーニングとしての教育の在り方を謳
っている。以前、筆者が教員を対象とした CLIL に関する意識調査（Adachi, 2016)の結果
言葉は知っているものの、十分な理解には至らない、と言う結果になった。CLIL を日本
の教育環境に合わせて文脈化をするためには、今後は以下のような取り組みを少しずつ実
践していくことがまず重要だろう。 
・4Ⅽの CLIL の認知度を広め他教科連携を推進する  
・日本の文脈に合わせた CLIL を無理なく実施するため年 1-2 回程度から始める 
・CLIL の教員研修を行う 
・教員養成課程で 21 世紀力育成のための CLIL 指導など教員の意識を高める 
・教授資料などのアーカイブ作り 
・他国との連携(ヨーロッパでも CLIL の教科書はないのでワークシートや指導案などを
シェア) 
このような多方面からの支援により CLIL 実践が広まることを願う。 
 
＜参考文献＞ 
Adachi, R.(2016). The possibility of practicing CLIL in Japanese elementary schools: 
Problems and expectations. 
The 14th Asia TEFL International Conference. 30 June – 2 July. 
Coyle, D., Hood, P. & Marsh, D. (2010). CLIL: Content and language integrated 
learning. Cambridge: Cambridge University Press. 
Gardner, H. (2003). Multiple intelligences. 黒上晴夫監訳『多元的知能の世界』 日本文
京出版 
Mehisto, P, Frigols, M-JandMarsh, D. (2008) Uncovering CLIL. Macmillan Books. 
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教科横断型を利用したアルファベットのプロジェクト学習 
北野ゆき守 守口市さつき学園 
松延亜紀 大阪市英語教育アドバイザー 
竹田里香 姫路獨協大学 
 
研究の経緯 
日本の学校教育においては，アルファベットは，ローマ字指導として，3 年生の国語の
授業で学ぶが配当時間が十分とは言えず，習熟できない学習者が多くいる。外国語教育を
適切に推進するためにも，アルファベットの指導は重要である。 
そこで，一人の教師が全教科を指導できる小学校教育の利点を生かして，国語以外の教
科と連携してアルファベット，特に小文字の指導の時間を確保することが必要と考えるに
至った。連携できる教科として，造形的な能力を伸ばすことが目的である図工の時間と，
文字のくみ立て方を理解して形を整えて書くことが目的である書写の時間である。 
また，国語科で指導している日本語の文字には書き順があり，書く時に筆記用具を紙か
ら持ちあげて（ペンリフト）書くことが多い。アルファベットには，本来書き順が無いこ
とから，アルファベットを国語科の指導方法を用いて指導すると不具合が生じるのではな
いかと考えた。つまり，国語科の指導方法は，字を上から書き下ろすことが主流であり，
それをローマ字の書き順の指導にすると，接点がずれ形が取りにくく，読みにくい字にな
りがちだ。そこで，できるだけペンリフトをしないで書く「一筆書き」は，子どもたちに
とって，アルファベットの形が取りやすいのではないかと考えた。 
本発表では，実際に行った第１時から第 8 時までの流れに沿って，ワークショップ形式
で行った。参加者には，実際 3 年生になって活動を体験してもらい、意見交流を行いなが
ら進めた。以下はローマ字指導のめあてと，行うために取り入れた教科名とその授業の主
な内容である。 
 
学習のめあて：AET の先生に知ってもらいたい日本語を絵とローマ字で示す 
① 図工（アルファベット小文字の形を知る） 
② 図工（小文字の一筆書き感覚を粘土で文字を作って理解する） 
③ 国語（子音と母音の組み合わせに気づく） 
④ 書写（子音と母音を組み合わせて書く） 
⑤ 書写（濁音半濁音を書く） 
⑥ 国語（いろいろなローマ字を読む） 
⑦ 国語（促音、拗音、長音を考える） 
⑧ 国語（ヘボン式、大文字の扱い） 
※最終時に行う予定であった「AET にしってもらいたい日本語」の活動は別の時間に担 
任の先生にお願いして実践してもらった。 
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それぞれの授業の流れに沿って，実際その時に行った発問を参加者に与えながら進める
ことで，授業の教師の視点が伝わるように行った。授業で扱ったワークシートや子どもた
ちの作品の一部をスライドを使って紹介することで，授業を通しての子どもたちの学びが
可視化できるようにもした。また授業の最後に行う児童の振り返りについてもどのような
言葉が上がったかを紹介し，授業の効果と課題も示した。 
発表最後に本実践の課題と展望を以下のように伝えた。 
 
 8 時間でも全く時間が足りない 
 図工から入ったのは子どもたちにとってはとてもよかった 
 文字と仲良くなる活動は低学年から始めるのもよいのでは 
 書写の時間に「読みやすい字を書く」という練習をするとよいのではないか 
 ４線の工夫、ペンリフト（ひとふでがき）は後の「書く活動」に有効であった 
 一気に何文字も学習するより、毎日少しずつ５～１０分の帯活動がよいのでは 
 調音器官を意識させたことにより、日本語のしくみやヘボン式の意義が理解できて
いた 
 「発見」「気づき」を児童に与えることで学習の動機づけになった 
 気づいたことを毎時間言語化させ、クラスで共有したことで学びが深まった 
 協働的な学習、相手意識を持たせた指導の流れや工夫が効果的であった 
 
発表の振り返り 
 第 1 時から順に実際の授業に近い形で，参加者に体験してもらったことで，教科を横断
させた多面的な指導の効果を伝えることができたと考える。また，発表者の北野が授業で
行った発問をそのまま参加者に問いかけたことや，その後に，実際子どもたちから出た意
見も付け加えたことで，参加者は授業を「感じながら」参加できたと考える。 
 この実践は，北野の「子どもたちにアルファベットとの良い出会いをさせたい」という
思いで工夫された授業であった。そのため．3 年生を担任した経験が無いにもかかわらず，
「ローマ字も日本語である」と気づかせて授業に入ったことや，街にあるアルファベット
の文字をスライドで見せたことや，子どもたちに身近な教具である粘土やモールを使って
文字に触れたさせたことで，子どもたちは負荷を感じずアルファベットに出会えた実践と
して紹介できたと思う。 
 しかしながら，研究の背景にあった，これから小学校外国語科に入ってくる文字指導の
読み書きに繋がるローマ字指導の視点が足りなかったと反省する。発表がローマ字指導の
「アルファベット」といった国語科の指導にフォーカスされてしまったので、外国語教育
における文字指導のアルファベットの読み書きとの関連が弱かったように感じる。アルフ
ァベットを使うローマ字指導が．高学年の文字指導にどのように効果があるかを今後の展
望と課題としても示すべきであったと考える。 
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Why do you learn English in the Global Age? ～TED Talk を使った高校での授業～ 
山本孝次 愛知県立刈谷北高等学校 
 
はじめに 
 「先生、どうして英語を勉強しなくちゃいけないんですか？」こんな質問をされたこと
はありませんか。あなただったら、どう答えますか。生徒も教師も「どうして英語を勉強
するのか」という問いに対する納得解を持って学習を進めていくために、この問いに対す
る答えを考える授業をしてみませんか。 
 
１．授業の導入にクイズ「世界の中の英語」 
4 択のクイズ形式で簡単に概要を知るようにして、英語の世界共通語となっていること
を理解させます。 
例）Ｑ１．世界の言語数はどれくらいか。   （答え 約６，９００語） 
Ｑ２．世界の国数はどれくらいか。    （答え：約２００か国；１９６か国） 
 これらの答えから、世界では国数と比べて圧倒的に言語数が多く、特に日本人のように
１ヵ国語しか話さない人は、世界のなかでも少数派であるということを知ります。また、
他のクイズより、英語は母語としてだけではなく、第二言語（ＥＳＬ）、外国語（ＥＦＬ）
として広く世界中で使われているということを知り、英語の広がりを感じてもらいます。 
 
２．TED Talk: The world’s English mania の視聴 
 このプレゼンは米国の起業家 Jay Walker によるもので、世界での英語学習熱について
述べています。いかに多くの人が熱心に学んでいるか、そして英語を学ぶ理由について彼
の見解を示しています。 
①視聴 1 回目：次の問いの答えを探りながら視聴する。 
Questions: 
1. How many people are trying to learn English around the world? 
2. Jay Walker says that mathematics is the language of science, that music is the 
language of emotions, and that English is the language of what? 
Answers: 
1. Two billion people are. 
2. He says that English is the language of problem-solving. 
 1 回目の視聴を終えたら、Questions の答えをペアでチェックさせます。そしてさらに 4
人のグループで確認させてから、黒板に答えを書かせます。正しい答えを確認できたら、
2 回目へと進みます。 
②2 回目の視聴：さらに次の質問の答えを探りながら視聴するように指示します。 
Questions: 
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3. Why are Chinese students so eager to learn English? 
4. Why do you think so many people are trying to learn English around the 
world? 
Answer: 
3. Because they believe that English will bring them opportunity for a better life. 
 2 回目の視聴の後、4 人グループで Q3 の答えを確認し、Q4 の答えについては話し合わ
せ、いくつかのグループにその答えを発表させます。世界の人々が英語を学ぶ理由につい
て考えさせることで、生徒の視野を広げます。 
 
３．エッセイ “Why do you learn English?” 
①ブレーンストーミング 
「なぜ英語を学ぶのか」その理由を、派生図を用いて
個人個人で書き出します。その後、4 人グループでどん
な理由があったかシェアします。 
②エッセイ “Why do we learn English?” 
 いよいよ、いろいろな意見を知ったうえで、自分なりに主となる理由を考え、60 語以上
の英語でエッセイを書きます。一つだけ生徒が書いた例（原文のまま）を紹介します。 
 
おわりにー地球市民としての英語学習を 
「どうして英語を勉強しなくてはいけないの？」この問いに対する決まった答えはない
はずですが、受験科目にあるからという理由で、授業が試験対策にばかり使われるとした
らもったいないです。せっかくグローバル社会となり、インターネットを使って個人個人
が、意見を「英語で」世界の人々と交換することができるようになったのだから、一人で
も多くの高校生に global issues について考えられる global citizen になってもらいたい。
そんな思いをもってこの授業を紹介しました。 
 
使用教材 
Walker, J.(2009). “The world’s English mania”  
https://www.ted.com/talks/jay_walker_on_the_world_s_english_mania 
https://ed.ted.com/lessons/the-world-s-english-mania-jay-walker 
I think learning English makes our life better.  If we can speak English, our 
world become much wider, and we can meet and communicate with people from 
all over the world.  Our world is diverse, so we have to study English to live in 
peace.  We need the language to talk with each other and to solve our common 
problems in this complicated world. 
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【ワークショップ】小学生の疑問にどう答える 
成田潤也 厚木市立厚木第二小学校， 
松延亜紀（大阪市英語教育アドバイザー）， 
安田万里（神戸市公立小学校英語活動支援員） 
 
研究の経緯 
文部科学省から外国語教育新教材が公表され，小学校外国語教育を巡る動きは急ピッチ
で進行している。しかし，次期小学校学習指導要領の完全実施を 2 年後に控えた現在にお
いても，現場の対応が十分とは言えず，不安や戸惑いの声は後を絶たない。 
筆者を含む 16 名（現職小学校教諭 3 名，小学校英語支援員 7 名，大学教員 6 名）から
なる研究グループ（科学研究費補助金 研究課題番号 16K02975 代表:酒井志延）では，現
在以下の 2 点を目的とした，小学生の外国語に関する疑問への回答提案の研究を行ってい
る。 
① 小学生の外国語に関する疑問への適切な回答案を提示し，教師の外国語教育への
負担感や不安感を軽減すること。 
② 疑問への適切な回答を考えるために必要な考え方や背景知識を提供することで，
自分なりに疑問への回答を考えたり，疑問を指導に反映させたりできるようにす
る（外国語教師としての意識・意欲向上を図る）こと。 
児童や小学校教師にアンケートおよびインタビューを実施して収集した外国語教育に関
する疑問に対して，研究メンバーで回答案を出し合い，それぞれの立場での経験や専門知
識を活かして練り上げていく。その成果を「疑問とその回答案集」として小学校教員に提
供し，その効果を質問紙やインタビューによって検証する予定である。 
今回のワークショップは，本研究の一環として，多様な立場の参加者から率直な疑問を
聞き取ることに加え，小学校外国語教育に関する問題意識を参加者でシェアすることを目
的とした。 
 
ワークショップの概要 
 研究の概要説明（成田） 
 グループ協議（安田） 
 会場を 7 分割。それぞれに 1 人ずつファシリテーターが入る。 
 「疑問と回答集」を参考に，現場の疑問を出し合う。 
 協議内容： 
 現場で投げかけられる疑問を挙げる。 
 それぞれの疑問について，どのような回答が考えられるか検討する。 
 グループ協議全体シェア 
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ワークショップ後の考察 
小学校教諭，中高英語教師，大学教授，英語支援員，英語教室など様々な立場の参加者
から，たくさんの疑問が出され，グループ協議は大いに盛り上がった。児童からの素朴な
疑問もあったが，多くは教師の不安感から生じる疑問であったのが印象的であった。以下
に，教師発の疑問の例を挙げる。 
 
 小学生のうちから英語を教えないといけないのか？ 
 （英語の専門ではないのに）どのように教えたらいいのか？ 
 （英語を専門としていないので）間違えたことを教えてしまうのではないか？ 
 私の英語の発音で，教えてしまっていいのだろうか？ 
 ローマ字の指導をすると，英語に悪影響を及ぼすのでは？ 
 英語塾に通っている児童と通っていない児童の格差を埋めるにはどうすればよい
か？ 
 教科化で「読み」「書き」が入るが，何をどの程度，どうやって教えればよいのか？ 
 保護者から，「小学校で英語を学んだら，しゃべれるようになるか」と聞かれたが，
どう答えればよいか？ 
 
これらの例から伺えるのは，小学校現場教師が外国語教育に抱く強い不安感である。自
分自身の英語力不足を嘆き，英語教授法の知識や経験の不足に悩み，行政や外部からの膨
大な情報提供におののき，小学校教育のプロとしての自尊心を失い，萎縮してしまってい
る現状が浮き彫りになる。そもそも，小学校教育において外国語教育を行う意義自体に納
得がいっておらず，タイムリミットが迫っていることは理解しながらも，本腰を入れて取
り組もうとするだけのモチベーションが高まっていない。 
行政は，英語教育推進リーダーへの中央研修や，中核教員への伝達講習，新教材やワー
クシートおよび指導案等の作成，研修マニュアルの作成等，様々な支援方針を打ち出して
来ているものの，現場の不安は不安のまま放置されている現状である。トップダウンの支
援の充実ではなく，現場の不安に直接働きかけるボトムアップの支援が不可欠である。 
本ワークショップの参加者からの反応を見る限りでは，当方研究グループの取組みが現
場支援の一助となる可能性は十分にあると考えられる。今後，参加者から挙げられた疑問
に正対する回答を現場に還元する方法を検討する必要がある。 
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童謡を用いた CLIL実践 
山西敏博  公立鳥取環境大学・国際音楽メンタルセラピスト協会 
本発表は、筆者が昔懐かしい「童謡」を受講者の方々に聴いて頂きながら、それと同時に
これまでに独自で学んできた脳科学や認知、アドラー心理学の内容を織り交ぜていくこと
で、受講者に癒しと元気を与えるという実践（「童謡メンタルセラピー」）を行ってきて
いることから、それを英語教育の中に導入をさせた「CLIL」による展開と、初等・中等お
よび高等教育の中でどのように活かすことができるかという紹介を交えて行ったものであ
る。 
本来は「童謡メンタルセラピー(MS)」を設立していく経緯として「脳科学」や「認知、ア
ドラー心理学」の概論を踏まえた上で、そこから実際の「童謡 MS」を紹介していくのであ
るが、今回は時間の都合上、前半を大きく端折り、真髄の箇所からワークショップ形式で
行っていった。始めに「物事を肯定的に捉える」という実践の一つとして、「Oh, you can’t 
～,…I’m sorry to hear that, but, you can ～. So, you’re all right!」というよ
うな双方の会話を英語で行った。そうすることで、中学１年生や、現在では早ければ小学
６年生からもこの形式を用いて「相手の苦手な点を受容しながらも、『でも、～はできる
よね』といった、相手のできる点を伝えて励ます」といった「アドラー心理学」の一部を
実現化させるという活動ができた。 
その活動を踏まえて「『童謡』を聴き、その歌詞に含まれるテーマを掘り下げて、その内
容についてお互いに話し合う」という実践（＝「童謡 MS」）を、こちらも英語で語り合う
ことにより、様々な文法を用いて Focus on Form式に、実際に活用ができるということも
受講者に体験をしてもらった。 
例１：「春が来た」より「What was your most wonderful memory in spring?（「過去形・
不定詞：I liked to ～ 」の活用）/ What have you done in spring?」（「現在完
了形：I have ～」の使用） 
例２：「富士山」より「What will you try to do next school year?」（「不定詞：I will 
try to～」の活用） 
さらに「小学校・中学校でも使える童謡 CLIL」の例として、「童謡リスニングによる、日
本語歌詞との比較」を提示した。 
例１：「むすんでひらいて」より「英語版では何の単語が多く聞こえますか？」 
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(答) Close your hands, and then open up. Clap your hands and close your hands 
again. ・・・・ [ hands ]  
－「日本語」では「(手を)結んで、（手を）開いて～」と「手」は以心伝心状態で伝わ
っているものの、「英語」では「hands」という「目的語」は必須である、という言
語体系の違いも同時に学ばせることができる。 
例２：「大きな古時計」より、原曲での「おじいさんの寿命は？」 
（答）「百年休まずにチクタク・・」 vs. 「Ninety years without slumbering, tick tock・・・」 
また、「高校・大学で使える童謡 CLIL」の例としては「日本語童謡を英訳して歌おう」と
いう実践を提示した。 
例１：「ゆき」より、「♪ Snow is falling, hail is falling・・・ A cat is rounding in 
the Kotatsu 」 
例２：「ふるさと」より、「♪ I hear her calling me, my country home…」 
音楽は世代に応じて様々なジャンルで親しまれている。その中で、英語を通じて学べる「童
謡」を、このようにもう一度聴き直してみることで、改めて新鮮な気持ちになれるであろ
う。 
結論としては、「CLIL」の理論を理解した上で、このように「童謡」を通した様々な実践
を体験してみることで、CLILをより実感していくことができるであろう。 
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䐠䠾䛻ྜ䜟䛫䛶䝏䝵䜻䞁䟿
䐡᭱ᚋ䜎䛷䛹䜣䛹䜣䛴䛟䜝䛖
䐢ዲ䛝䛺䜰䝹䝣䜯䝧䝑䝖䜂䛸䛴
䞉䝰䞊䝹䜢1ே1ᮏ㓄ᕸ→䝏䝵䜻
䞁䟿
→䜰䝹䝣䜯䝧䝑䝖䜢స䜜䜛䛛䛺
᭱ᚋ䛿䛚Ẽ䛻ධ䜚䛾୍䛴䜢䛿䜚䛴䛡䜛
䜂䜙䛜䛺䚸䜹䝍䜹䝘䚸₎Ꮠ䛸
䝻䞊䝬Ꮠ䜢ẚ䜉䛶䜏䜘䛖
䛂⏬ᩘ䛜ᑡ䛺䛔䛃
䛂2⏬䛸䛛3⏬䛠䜙䛔䛷ฟ᮶䛶䜛䚹1⏬䛾䜒䛒䜛䛃
䛂ᩥᏐ䛾ᩘ䛜ᑡ䛺䛔䛃
䛂⾜䛳䛯䜚᮶䛯䜚䚸ྠ䛨㐨䜢㏻䜛䛃
䛂₎Ꮠ䛸䛛䜂䜙䛜䛺䜹䝍䜹䝘䛸䛱䛜䛳䛶䚸䛸䜑䛿䛽䛿䜙䛔䛜䜋䛸
䜣䛹䛺䛔䛃
䛂୸䛟䛶䜂䜣䜎䛜䛳䛶䛔䜛䛃
䛂ఝ䛶䜛ᙧ䛜䛔䛳䜁䛔䛒䜛䛃
䛂⡆༢䛃
䜅䜚䛛䛘䜚
䜐䛪䛧䛔䛛䛸ᛮ䛳䛶䛔䛯䛡䛹䚸 ព
እ䛸⡆༢
䝻䞊䝬Ꮠ䛿᪥ᮏㄒ䛸䛔䛖䛾䛻
䜃䛳䛟䜚䛧䛯
䠎᫬㛫┠䠄ᅗᕤ2䠅
䜰䝹䝣䜯䝧䝑䝖䛻ぶ䛧䜒䛖2
⢓ᅵ䛷䜰䝹䝣䜯䝧䝑䝖䜢䛴䛟䜝䛖
•⣙᮰䛂୍➹᭩䛝䛷䛝䜛ᩥᏐ䛿୍➹᭩
䛝䛷䛃
•୍➹᭩䛝䛷䛝䛺䛔ᩥᏐ䛿䛹䜜䠛
•ᮏᙜ䠛
•୍➹᭩䛝䛩䜛ᩥᏐ䜢඲ဨ䛷☜ㄆ
•䛹䛱䜙䛛䜙᭩䛟䛾䛜ྜ⌮ⓗ䠛
䛣䛖䜔䛳䛯䜙୍➹᭩䛝䛷䛝䜛䜔䜣䟿
䛂䛷䛝䛯ே䛿䜈䜃䛥䜣䝙䝵䝻䝙䝵䝻స䜚䛾䛚
ຓ䛡䝬䞁䛻䛺䛳䛶䛽䛃
䜅䜚䛛䛘䜚
䠄ᩍᖌ䠅
䞉䛣䛾άື䛾䛒䛸䚸ᩍ䛘䛺䛟䛶䜒䚸
᭩䛔䛶䜋䛧䛔䛸ᩍᖌ䛜ᛮ䛖᭩䛝
㡰䛻䜋䜌䛺䛳䛶䛔䛯䚹
䞉䛂↓⌮䛩䜜䜀k䛰䛳䛶䛃
Ѝ➹グయ䜢ఏ䛘䜛䚹
䠏᫬㛫┠䠄ᅜㄒ䠍䠅
䛂䛣䜣䛻䛱䛿䚸䝻䞊䝬Ꮠ䛃
•䛔䜝䜣䛺ᅜ䛾ᩥᏐ䜢⤂௓䛩䜛
•㌟䛾ᅇ䜚䛾䝻䞊䝬Ꮠ
•䝻䞊䝬Ꮠ䛾50㡢⾲䜢᏶ᡂ䛥䛫䜘䛖
•Ẽ䛜䛴䛔䛯䛣䛸
•ẕ㡢䛸Ꮚ㡢
•䝻䞊䝬Ꮠ䜹䞊䝗䜢୪䜉䜘䛖
ୡ⏺䛾ᩥᏐ
䛸㐟䜌䛖
• http://www.geociteiis.jp/p451640/moji/
䜏䛾䜎䜟䜚䛾ᩥᏐ
䝹䞊䝹䜢ぢ䛴䛡
⮬ຊ䛷⾲䜢᏶ᡂ
• 4⥺䛾ᖜ
•⥙᥃䛡
•୍➹᭩䛝䝹䞊䝹
䝻䞊䝬Ꮠ⾲䜢ぢ䛶Ẽ䛜䛴䛔䛯䛣䛸
䞉䛛䛿䚸䛛䞊䛸䛾䜀䛩䛸䚸䛥䛔䛤䛻䛒䛸ᑠ
䛥䛟⪺䛣䛘䜎䛩䚹䛰䛛䜙䜰ẁ 䛾᭱ᚋ
䛻ᚲ䛪a䛜䛴䛝䜎䛩䚹䜋䛛䛾䜲䚸䜴䚸䜶䚸
䜸䜒ྠ䛨䛷䛩䚹
d酎.i
? ? ? ?????
厨~~~'ic-
䝻䞊䝬Ꮠ⾲䜢ぢ䛶Ẽ䛜䛴䛔䛯䛣䛸
䞉ᶓ䛿౛䛘䜀ka䛰䛳䛯䜙䠄 䠅䛾୰
䛻ධ䜛ᩥᏐ䛿k 䛷䛩䚹䡇䛿ᕥഃ䛻᭩
䛝䜎䛩䚹䛯䛶䛿౛䛘䜀 䛖䛰䛳䛯䜙u
䛷䛩䚹u䛿ྑ䛻ධ䜚䜎䛩䚹
䝻䞊䝬Ꮠ⾲䜢ぢ䛶Ẽ䛜䛴䛔䛯䛣䛸
䞉䝻䞊䝬Ꮠ䛻䜒䠑䠌㡢䛾䜒䛾䛜䛒䛳䛶䛒䛔
䛖䛘䛚䛸䛒䛛䛥䛯䛺䛿䜎䜔䜙䜟䜣䛜䜟
䛛䛳䛯䜙඲㒊䜟䛛䜛䛣䛸䛻Ẽ䛜䛴䛔䛯䚹
䛒䛔䛖䛘䛚䛻ᕥ䛾ᩥᏐ䜢䛯䛩䛸䜹䝃䝍䝘
⾜䛻䛺䜛䚹
䝻䞊䝬Ꮠ⾲䜢ぢ䛶Ẽ䛜䛴䛔䛯䛣䛸
䞉ఱẁ䛾ୖ䛾䝻䞊䝬Ꮠ䜢ୗ䛾ᩥᏐ
䛾ྑ䛻䛴䛡䛶ఱ⾜䛾ᕥ䛻䛴䛡䜛䚹
䝻䞊䝬Ꮠ⾲䜢ぢ䛶Ẽ䛜䛴䛔䛯䛣䛸
䞉䛯䛶䛸ᶓ䛷ྠ䛨䛸䛣䜝䛜䛔䛳䜁䛔䛒
䜛䚹౛䛘䜀䞉䞉䞉e 䛸ke䛿e 䛜ྠ䛨䛰
䛧䚸ke䛸ko䛰䛸k䛜ྠ䛨䚹
䝻䞊䝬Ꮠ䜹䞊䝗䛷50㡢⾲䛵䛟䜚
䜅䜚䛛䛘䜚
䞉௒᪥䛿䝻䞊䝬Ꮠ䜢䛧䜎䛧䛯䚹䝻䞊䝬Ꮠ䛻
Ỵ䜎䜚䛜䛒䛳䛯䛺䜣䛶ᛮ䜟䛺䛛䛳䛯䛾䛷䚸
䜃䛳䛟䜚䛧䜎䛧䛯䚹䛒䛸䝻䞊䝬Ꮠ䛻䛜䛞䛠
䛢䛤䛜䛒䜛䜏䛯䛔䛺䛾䛷䛭䜜䜒▱䜚䛯䛔
䛷䛩䚹
䜅䜚䛛䛘䜚
䞉௒᪥䛿䝻䞊䝬Ꮠ䜢⩦䛔䜎䛧䛯䚹䜟䛛䛳䛯
䛣䛸䛿䚸ka䜔sa䜔ma䛻䛿ᜥ䜢Ṇ䜑䜛᫬
䛜䛒䛳䛶䚸Ꮚ㡢䜔ẕ㡢䛜䛒䜚䜎䛧䛯䚹䛒䛸
䜰ẁ䜔䜲ẁ䛿ྑഃ䛻a䜔i䛜䛴䛔䛶䛔䜎䛧
䛯䚹
䜅䜚䛛䛘䜚
䞉䝻䞊䝬Ꮠ⾲䛿䛯䛶ᶓ䛭䜝䛘䛯䜙⟅䛘䛜
ฟ䜛䛣䛸䛜ศ䛛䜚䜎䛧䛯䚹䜹䝹䝍䜒䜎䛯䜔
䜚䛯䛔䛷䛩
䜅䜚䛛䛘䜚
䞉ึ䜑䛶ぢ䛯᫬䛛䜙䜔䜚䛛䛯䛜䜟䛛䜚䜎
䛧䛯䚹᭱ึ䛿㞴䛧䛔䛛䛺䛸ᛮ䛳䛯䛡䛹䚸⡆
༢䛷䛧䛯䚹ᴦ䛧䛟䛶᭩䛝䜔䛩䛔䛛䜙᪥ᮏே
䜒䝻䞊䝬Ꮠ䛷᭩䛔䛯䜙䛔䛔䛾䛻䛺䛑䛸ᛮ
䛔䜎䛧䛯䚹
䜅䜚䛛䛘䜚
䞉䜰ẁ䛿a䛜᭱ᚋ䛻䚸䜲ẁ䛿i䛜᭱ᚋ䛻䚸
䜴ẁ䛿u䛜᭱ᚋ䛻䚸䜶ẁ䛿e䛜᭱ᚋ䛻䚸
䜸ẁ䛿o䛜᭱ᚋ䛻䛴䛝䜎䛩䚹䛭䜜䛿䛾䜀
䛧䛯ᚋ䛻䛴䛟ゝⴥ䛰䛛䜙᭱ᚋ䛻aiueo䛜
䛴䛝䜎䛧䛯䚹
➨3᫬䜎䛷䛾⤖ᯝ
䞉ᯇ஭Ꮥᚿඛ⏕䛾4⥺䜢౑⏝䛧䛯䚹䛔䜎䜎䛷䛿⥺䛾㛫㝸䛜ྠ䛨䛷
⥙᥃䛡䛧䛶䛔䛺䛔䜒䛾䜢౑⏝䛧䛶䛔䛯䛜䚸⥺䜢↓ど䛧䛶᭩䛟ඣ❺
⥆ฟ䛧䛯䛜䚸௒ᅇ䛿䜋䜌ṇ䛧䛔఩⨨䛻᭩䛡䛶䛔䛯䚹
䞉ᅗᕤ䛾᫬㛫䛻⾜䛳䛯୍➹᭩䛝ᣦᑟ䛻䜘䜚䚸௒䜎䛷䛾୕ᖺ⏕䛷㢖
Ⓨ䛧䛶䛔䛯ᩥᏐ䛾ᙧ䛜䝞䝷䝞䝷䛻䛺䜛䛣䛸䛜㠀ᖖ䛻ᑡ䛺䛟䛺䜚䚸
Ꮠᙧ䛜ᩚ䛳䛯䚹
䞉඲యⓗ䛻ᑠᩥᏐ䛾⩦⇍ᗘ䛜㧗䛛䛳䛯䚹≉䛻ᬑẁ䛿䝽䞊䜽䝅䞊䝖
䛺䛹㠃ಽ䛟䛥䛜䛳䛶䜔䜙䛺䛔ᨭ᥼Ꮫ⣭ᅾ⡠ඣ❺䜒⇕ᚰ䛻Ꮫ⩦䛻
ྲྀ䜚⤌䜣䛷䛔䛯䚹
䠐᫬㛫┠ ᭩෗䠍
䛂䝻䞊䝬Ꮠ䜢᭩䛔䛶䜏䜘䛖䛃
•Ύ㡢䠄ẕ㡢䠑ᩥᏐ䠇Ꮚ㡢ᩥᏐ䠕ᩥᏐ䠅
•䛺䛮䜚᭩䛝
•䛭䜙᭩䛝
•Ꮚ㡢ᩥᏐЍㄪ㡢ჾᐁ☜ㄆ
•ゝⴥ㞟䜑
䖩ᅜㄒ䛾ᖏάື䛸ྜ䜟䛫䜛䛾䛜䛔䛔䛾䛷䛿䛺䛔䛛䚹
䠑᫬㛫┠ ᭩෗䠎
䛂䝻䞊䝬Ꮠ䜢᭩䛔䛶䜏䜘䛖䛃
•⃮㡢䚸༙⃮㡢䚸᧕㡢
•ゝⴥ㞟䜑
•䜹䝹䝍䛸䜚 䈜⚟ᒸ┴㣤ሯᕷ❧㣤ሯᑠᏛᰯᮡᮏ㝧ᏊẶస
•䛔䜝䜣䛺䝻䞊䝬Ꮠㄞ䜣䛷䜏䜘䛖
䖩ᅜㄒ䛾ᖏάື䛸ྜ䜟䛫䜛䛾䛜䛔䛔䛾䛷䛿䛺䛔䛛
䚽ጞ➹䛾Ⅼ䛖䛱 䚽ୗ䛻䜹䝍䜹䝘䜢᭩䛔䛶䛚䛟
ኌ䜢ฟ䛥䛪䛻
⌜䛾䜏䜣䛺䛷୍ᩧ䛻ᣦ䛥䛧
䛚཭㐩䛾ゝⴥ䚸ㄞ䜑䜛䛛䛺䠛
䠄䜏䜣䛺䛷→䜂䛸䜚䛷䠅 䠒᫬㛫┠ ᅜㄒ䛂Ⓨぢ䛧䜘䛖䛃
•ಁ㡢䚸ᣉ㡢䚸㛗㡢
•Ẽ䛵䛝
•ၥ㢟స䜚
䞉䛂䛄䛳䛅䛾ḟ䛾䝻䞊䝬Ꮠ䜢᭩䛟䛃
䞉䛂ᚋ䜝䛾䝻䞊䝬Ꮠ䜢䛭䛾䜎䜎2ᅇ
෗䛩䛃
䞉䛂ᑠ䛥䛔䛄䛳䛅䛜ධ䜛䛸䚸䛔䛳䛣ᚋ䛾
ᩥᏐ䛜๓䛻䛝䛶䛟䜚䛛䛘䛧䛻䛺䜛䛃
䞉䛂ᚋ䜝䛾ᩥᏐ䜢2ᅇ᭩䛟䛃
sya,syu,syo䛻䛺䜛䛸⪃䛘
䛯⌮⏤
• 䛂䝅䛿䝃⾜䛰䛛䜙s䜢౑䛖䛃
䛂䜔䜖䜘䛰䛛䜙y䜢౑䛖䛃
• 䛂s䛾䛒䛸䛿䝲䝴䝶䛾
yayuyo䜢᭩䛡䜀䛔䛔䛃
䠓᫬㛫┠ ᅜㄒ
䛂䛄䛱䛜䛖䛅䛳䛶䛚䜒䛧䜝䛔䛃
•኱ᩥᏐ䚸ᑠᩥᏐ䛾䛱䛜䛔
•኱ᩥᏐ䛛䜙ᑠᩥᏐ䜈䛹䛖ኚ໬䛧䛯䛾䛰䜝䛖
•䝻䞊䝬Ꮠ䛻䛺䛔ᩥᏐ
•カ௧ᘧ䚸䝦䝪䞁ᘧ
•ㄞ䜑䜛䛛䛺
኱ᩥᏐ䚸ᑠᩥᏐ䛜඲↛ู䛾ᩥᏐ䛰䞊䛳䛶䛔䛖䛾䛿
䛯䛳䛯䛾䠐ᩥᏐ䛰䟿
䛂䝔䞊䝬䛷Ꮫ䜆ⱥㄒάື䛃
㔝⏣῟Ꮚ䠋⁪ཱྀ ඃ ⴭ
カ௧ᘧ䛸䝦䝪䞁ᘧ
䛂䝔䞊䝬䛷Ꮫ䜆ⱥㄒάື䛃
㔝⏣῟Ꮚ䠋⁪ཱྀ ඃ ⴭ
ᆅྡ䚸ㄞ䜑䜛䛛䛺
䛧䜏䛪䠑
䛯䛻䜎䛱
Shimizu-
清水5
Shimizu-5 
Taishibashi 
䛯䛔䛧䜀䛧
ே䛾ྡ๓䛿ㄞ䜑䜛䛛䛺
Iguchi Natsuki
䠔᫬㛫┠ ᭩෗/ᅗᕤ
䛂AET䛾ඛ⏕䛻
▱䛳䛶䜒䜙䛔䛯䛔᪥ᮏㄒ䛃
䜎䛸䜑
• 䠔᫬㛫䛷䜒඲䛟᫬㛫䛜㊊䜚䛺䛔
• ᅗᕤ䛛䜙ධ䛳䛯䛾䛿Ꮚ䛹䜒䛯䛱䛻䛸䛳䛶䛿䛸䛶䜒䜘䛛䛳䛯
• ᩥᏐ䛸௰Ⰻ䛟䛺䜛άື䛿పᏛᖺ䛛䜙ጞ䜑䜛䛾䜒䜘䛔䛾䛷䛿
• ᭩෗䛾᫬㛫䛻䛂ㄞ䜏䜔䛩䛔Ꮠ䜢᭩䛟䛃䛸䛔䛖⦎⩦䜢䛩䜛䛸䜘䛔䛾䛷䛿䛺䛔䛛
• 䠐⥺䛾ᕤኵ䚸䝨䞁䝸䝣䝖䠄䜂䛸䜅䛷䛜䛝䠅
• ୍Ẽ䛻ఱᩥᏐ䜒Ꮫ⩦䛩䜛䜘䜚䚸ẖ᪥ᑡ䛧䛪䛴䠑䡚䠍䠌ศ䛾ᖏάື䛜䜘䛔䛾䛷䛿
• ㄪ㡢ჾᐁ䜢ព㆑䛥䛫䛯䛣䛸䛻䜘䜚䚸᪥ᮏㄒ䛾䛧䛟䜏䜔䝦䝪䞁ᘧ䛾ព⩏䛜⌮ゎ䛷䛝䛶䛔
䛯
• 䛂Ⓨぢ䛃䛂Ẽ䛵䛝䛃䛾኱ษ䛥
• Ẽ䛵䛝䛾ゝㄒ໬
• ༠ാⓗ䛺Ꮫ⩦䚸┦ᡭព㆑
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䠑䠊䛚䜟䜚䛻
䠒䠊㉁␲ᛂ⟅
䠍䠊䛿䛨䜑䛻
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Q1.  How many people are trying to 
learn English around the world?
TED Talk: The world’s English mania
Q2.  Jay Walker says that mathematics is  
the language of science, that music
is the language of emotions, and 
that English is the language of 
what?
Let’s watch the video!
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Q1.  How many people are trying to 
learn English around the world?
--Two billion people are.
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Q2.  Jay Walker says that mathematics is  
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what?
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Q2.  Jay Walker says that mathematics is  
the language of science, that music
is the language of emotions, and 
that English is the language of 
what?
--He says 
that English is the language of 
problem-solving.
Q3.  Why are Chinese students so eager 
to learn English?
TED Talk: The world’s English mania
Q4.  Why do you think so many people 
are trying to learn English around 
the world?
Let’s watch the video again!
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Q3.  Why are Chinese students so eager 
to learn English?
TED Talk: The world’s English mania
Q3.  Why are Chinese students so eager 
to learn English?
--Because they believe that English will 
bring them opportunity for a better life.
TED Talk: The world’s English mania
TED Talk: The world’s English mania
Q4.  Why do you think so many people 
are trying to learn English around 
the world?
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䜶䝑䝉䜲 “Why do we learn English?”
I think learning English makes our life better. 
Even though our world is diverse and has 
serious problems, such as poverty, hunger, and 
discrimination, we have English as the language 
of problem-solving.  If we speak English, we 
can join the global conversation.  We , as world 
citizens, should learn English to solve global 
issues.  
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䛺䛬ⱥㄒ䜢Ꮫ䜆䛾䛛䠛 English is becoming the language 
of problem-solving.
- From The world’s English mania by Jay Walker -
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We are global citizens
in the Global Age.
Global issues are our problems.
English is the language of solving 
global problems. 䜾䝻䞊䝞䝹᫬௦䛻䜅䛥䜟䛧䛔ⱥㄒᤵᴗ䜢䟿
౑⏝ᩍᮦ
Walker, J.䠄2009䠅. “The world’s English mania”
https://www.ted.com/talks/jay_walker_on_the_world_s_english_
mania
https://ed.ted.com/lessons/the-world-s-english-mania-jay-walker
ͤ 䛣䛾TED Talk䛿᫬㛫䛜4ศ34⛊䛸▷䛟䚸䜎䛯WalkerẶ䛾ⱥㄒ䛿
㏿䛩䛞䛪䛿䛳䛝䜚䛧䛶䛔䜛䛾䛷䝸䝇䝙䞁䜾ᩍᮦ䛻᭱㐺䛷䛩䚹
䜎䛯䚸TED.com䛾䝃䜲䝖䛷䛿ⱥㄒ䛸᪥ᮏㄒ䛾୧᪉䛾䝇䜽䝸䝥䝖䜢
ㄞ䜐䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䛧䚸TED-Ed䛾䝃䜲䝖䛻䛿ෆᐜ⌮ゎ䜢䝏䜵䝑䜽
䛩䜛ၥ㢟䜒⏝ព䛥䜜䛶䛔䜎䛩䚹
䛤ཧຍ䛟䛰䛥䛔䜎䛧䛶䚸
䛒䜚䛜䛸䛖䛤䛦䛔䜎䛧䛯䚹
ᒣᮏᏕḟ (mtb_koji@yahoo.co.jp)
ᑠᏛ⏕䛾␲ၥ䛻䛹䛖⟅䛘䜛䛛
ᡂ⏣₶ஓ䠄ཌᮌᕷ❧ཌᮌ➨஧ᑠᏛᰯ䠅䠈 
ᯇᘏள⣖䠄኱㜰ᕷⱥㄒᩍ⫱䜰䝗䝞䜲䝄䞊䠅䠈 
Ᏻ⏣୓㔛䠄⚄ᡞᕷබ❧ᑠᏛᰯⱥㄒάືᨭ᥼ဨ 䠅
ᑠᏛ⏕䛾⣲ᮔ䛺␲ၥ䞉䞉䞉
䛹䛖䛧䛶䠈䜰䝹䝣䜯䝧䝑䝖䛻䛿኱ᩥᏐ䛸ᑠᩥᏐ䛜䛒䜛䛾䠛
䛹䛖䛧䛶䠈 䇾㻰䇿㻌䛾ᑠᩥᏐ䛿 䇾㼐䇿㻌䛺䛾䠛䠄඲↛䠈ᙧ䛜㐪䛖䟿䠅
䛹䛖䛧䛶ᑠᏛᰯ䛷ⱥㄒ䜢ຮᙉ䛧䛺䛔䛸䛔䛡䛺䛔䛾䠛୰Ꮫᰯ䛛䜙䛷䛿㐜䛔䛾䠛
ᑠᏛᰯᩍᖌ䛾ᐇ≧䞉䞉䞉
䠄ᑓ㛛እ䟿䠅䛹䛖䜔䛳䛶⟅䛘䜛䠛䛹䛖䜔䛳䛶ㄪ䜉䜛䠛
㻽 㻭㻭
᪥ᮏㄒ䛻䜒䛂₎Ꮠ䛃䛸䠈䛂䛛䛺䛃䛜䛒䜚䜎䛩䛽䚹኱᫇䠈᪥ᮏ䛻䛿ᩥᏐ䛜䛒䜚䜎䛫
䜣䛷䛧䛯䚹୰ᅜ䛛䜙䛂₎Ꮠ䛃䜢ᣢ䛱ᖐ䜚䠈᪥ᮏ䛷౑䛖䜘䛖䛻䛺䜚䜎䛧䛯䚹䛧䛛䛧䠈₎
Ꮠ䛿୰ᅜ䛾ゝⴥ䛷䛩䛾䛷䠈ㄒ㡰➼䛜␗䛺䜛᪥ᮏㄒ䜢᭩䛟䛻䛿୙౽䛺Ⅼ䛜䛒䜚
䜎䛧䛯䚹䛭䜜䛷䛂ຠ⋡䜘䛟䠈᪥ᮏㄒ䛾ㄒ㡰䛷᭩䛡䜛ᩥᏐ䛜ᚲせ䛃䛸䛔䛖䛣䛸䛷䠈₎
Ꮠ䛾ᙧ䜢ᔂ䛧䛯䜚䠈₎Ꮠ䛾୍㒊䜢ྲྀ䜚ฟ䛧䛯䜚䛧䛶స䛳䛯ᩥᏐ䛜䜂䜙䛜䛺䛸䜹䝍
䜹䝘䛷䛩䚹
ⱥㄒ䛾ᩥᏐ䛷䛒䜛䜰䝹䝣䜯䝧䝑䝖䜒ఝ䛯Ṕྐ䛜䛒䜚䜎䛩䚹᭱ึ䛿኱ᩥᏐ䛰䛡䛷
䛧䛯䚹䛧䛛䛧䠈ຠ⋡䜘䛟䠈ྠ䛨䝇䝨䞊䝇䛻ከ䛟᭩䛟䛯䜑䛾ᑠᩥᏐ䛜⏕䜎䜜䜎䛧䛯䚹
䜏䛺䛥䜣䛻䛸䛳䛶䠈䜂䜙䛜䛺䛰䛡䠈₎Ꮠ䛰䛡䛾ᩥ❶䛳䛶ㄞ䜏䛻䛟䛔䛷䛩䜘䛽䠛
䛭䜜䛸ྠ䛨䛣䛸䛜䠈ⱥㄒ䛷䜒ゝ䛘䜛䜣䛷䛩䚹
඲䛟㐪䛖ゝⴥྠኈ䛰䛡䛹䠈䛣䛖䛧䛶ẚ䜉䛶⪃䛘䛶䜏䜛䛸䛂ᩥᏐ䛜౽฼䛻䛺䜛Ṕ
ྐ䛿ఝ䛯䜘䛖䛺䜒䛾䛰䛃䛸Ẽ௜䛟䛣䛸䜒䛒䜚䜎䛩䛽䚹
䜰䝹䝣䜯䝧䝑䝖䛻䛿䛹䛖䛧䛶኱ᩥᏐ䛸ᑠᩥᏐ䛜䛒䜛䛾䠛
༙ศᮏᙜ䛷䠈༙ศ㛫㐪䛔䛷䛩䚹
䛣䛣䛷ၥ㢟䛺䛾䛿䠈䛂ṇ䛧䛔Ⓨ㡢䛃䛸䛿ఱ䛛䠈䛸䛔䛖䛣䛸䛷䛩䚹
䜒䛧䛣䜜䜢䠈䛂ⱥ⡿䛾䝛䜲䝔䜱䝤䝇䝢䞊䜹䞊䛯䛱䛸඲䛟ྠ䛨Ⓨ㡢䛃䛸䛩䜛䛺䜙䠈☜䛛䛻
䜙䠈☜䛛䛻ᗂᑡᮇ䛻ⱥㄒ䛻ゐ䜜䛶䛔䛺䛔䛸䛭䛾Ⓨ㡢䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛣䛸䛜୙ྍ⬟䛻㏆
䛻㏆䛟䛺䜛䛣䛸䛜䠈ከ䛟䛾◊✲䛷♧䛥䜜䛶䛔䜎䛩䚹䛧䛛䛧䠈䛭䛾䛯䜑䛻䛿᪥ᖖ⏕ά䛷
⏕ά䛷䛛䛺䜚䛾ⱥㄒ㔞䛻᥋䛧䛶䛔䜛ᚲせ䛜䛒䜚䜎䛩䚹᪥ᮏ䛷ᗂᑡᮇ䛻ⱥㄒሿ䛻㏻䛳
㏻䛳䛯䛸䛧䛶䜒䠈᪥ᖖ䛷౑䛖䜋䛹䛾ⱥㄒ㔞䛻ゐ䜜䜛䛣䛸䛿㞴䛧䛔䛷䛩䛛䜙䠈䛂䛭䜜䛳䜍
䛭䜜䛳䜍䛔㡢䛃䛿㌟䛻䛴䛔䛯䛸䛧䛶䜒䠈᏶⎍䛻㌟䛻䛴䛟䛣䛸䛿㞴䛧䛔䛸ゝ䛘䜎䛩䚹
ᑠ䛥䛔䛣䜝䛛䜙ⱥㄒ䜢ヰ䛧䛶䛔䛺䛔䛸ṇ䛧䛔Ⓨ㡢䛜䛷䛝䛺䛔䛳䛶ᮏᙜ䠛 䜾䝹䞊䝥༠㆟
㻭㻕 ඣ❺䜔⏕ᚐ䛛䜙䛾␲ၥ
㻮㻕 ᩍဨ䛛䜙䛾␲ၥ
㻯㻕 ಖㆤ⪅䛛䜙䛾␲ၥ
༠㆟ෆᐜ䠖
䐟⌧ሙ䛷ᢞ䛢䛛䛡䜙䜜䜛␲ၥ䜢ᣲ䛢䜛䚹
䐠䛭䜜䛮䜜䛾␲ၥ䛻䛴䛔䛶䠈䛹䛾䜘䛖䛺ᅇ⟅䛜⪃䛘䜙䜜䜛䛛᳨ウ䛩䜛
䚹
㻝㻡㻦㻞㻜ࠥ ༠㆟ෆᐜ඲య䝅䜵䜰
䛂␲ၥ䛃ᢞ✏య㦂
㼑㼘㼑㼙㻚㼓㼕㼙㼛㼚㻬㼓㼙㼍㼕㼘㻚㼏㼛㼙
䛒䛟䜎䛷ཷ௜䛾䜏䚹ಶู䛾ᅇ⟅䛿䛧䛺䛔䛜䠈௒ᚋ䛾◊✲
䛻⤌䜏ධ䜜䜙䜜䠈ᡂᯝ≀䜢ఱ䜙䛛䛾᪉ἲ䛷㑏ඖ䛧䛶䛔䛝
䜎䛩䚹
18/03/03 他教科連携の外国語教育と CLILの可能性 @愛知大学 
【ワークショップ】小学生の疑問にどう答える 
「疑問と回答」集 
我々の研究グループ（科学研究費補助金 研究課題番号 16K02975 代表:酒井志延）で取り
組んでいる，「児童・教師の疑問」研究の，中間成果物（抜粋）です。 
提案回答については，十分な検討がなされていませんが，本ワークショップに参加された
皆様に，本研究の主旨をご理解いただくために，そして現場の不安を少しでも和らげる為
に，本日シェアさせていただきます。 
Q どうして小学校で英語を勉強しないといけないのですか？中学校から勉強したら
遅いですか？ 
回答案１ 
勉強しないといけない，ということはありません。したくないことを押し付けられ
るのは誰だって嫌ですよね。でも，「日本語しか知らない」のと，「日本語以外の
言葉を少しでも知っている」のとを比べたら，「日本語以外の言葉を少しでも知っ
ている」方が，同じ世界を見ても感じ方が違うと思いませんか？例えば，リンゴを
見て「あ，林檎だ。」と思うのと，「あ，林檎だ。英語だとapple，フランス語だと
pommeだね。」と思うのとを比べるとどうでしょう。ひとつの物事から，いくつも
の情報が引き出せるって，得した気分になりませんか？小学校で勉強する，算数も
理科も体育も，例えばノーベル賞を取るためとか，オリンピックに出場するために
学習しているわけではなく，世の中をいろいろな見方で見られるようにするための
ものです。そうして広がって見えた世界の中から，みなさんが本当に一生かけて突
き詰めたいものをそれぞれが選び取ればいいと思います。英語だって同じです。英
語を学習するからといって，英語をペラペラになることを今から目標にする必要な
んてありません。日本語以外にも言葉があることを知ったり，日本語との違いや共
通点に気付けるようになれたらりしたら，花丸だと思いますよ。小学校でそういう
ことができるようになって，中学校で英語を細かく学ぶと，さらに世界が広がって
見えてくるようになります。興味がある人は，英語だけでなく中国語やフランス語
など他の外国語を学んでみると，さらに世界が広がって見えるかもしれませんね 
。 
回答案２ 
外国語は，その人の事情により，いつから学んでもいいでもいいと思います。家族
で外国に移住する人は早くから学ぶでしょう。外国の映画や音楽や小説が好きなや
人もまた早く学ぶでしょう。しかし，外国が嫌いな人はずっと学ばないかもしれま
せん。中学校から英語を学ぶことにしたのは，昔の英語指導は文字で読むことが中
心だったので，知的レベルが高くなってからの方が良いのではないかと思われたか
らです。いまは，文字も学びますがコミュニケーション中心の英語教育に変わりま
した。そして，グローバル化時代になり小学生でも外国旅行を楽しめるようになり
ました。そこで，小学校でも英語を使っていろいろな国の人と交流するための基礎
的な能力をつけることが，小学生のためになるのではないかという考えに変わった
からです。英語の基礎を学んで，外国の人と少しでもコミュニケーションをしてみ
ませんか。おもしろいですよ。 
<配布資料> 
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【ワークショップ】小学生の疑問にどう答える 
Q 学校で勉強する外国語＝英語なのはなぜ？（中国語とかフランス語は勉強しない
の？） 
回答案１ 
文科省では、これはどの外国語でもよいことになっています。実際私立では他の言
語を学習しているところもあります。ただ、国際語としての英語を考え、原則とし
て英語となっています。指導者の問題もありますね。 
回答案２ 
まず，「英語以外は学校で教えないか」という質問ですが，他の外国語を教えてい
る学校もごく一部ですけどあります。それは，日本の教育のルールブック（＝学習
指導要領のこと）でも認められていることで，特別な目的があれば英語でなくても
よいことになっています。 
日本において，「外国語といえば英語」ということになっている理由については，
歴史的なことを理解しないといけませんのでとても難しくなります。ものすごく簡
単に言えば，「日本とアメリカの歴史的なつながりの強さから，学習する外国語は
英語を原則とする」という方針がある，というのが理由です。とは言え，英語は数
ある外国語の中のひとつであって，英語だけが外国語ではありませんね。ですか
ら，英語を学ぶことを，「外国語を学ぶきっかけ」と考えるのが良いと思います。
日本語が使いこなせる日本人が英語という外国語を学ぶことは，単に日本語＋英語
の足し算以上の価値があり，さらには第3，第4の言葉を身につける土台づくりにも
なります。この先，たくさんの外国語と出会うと思いますから，英語学習をきっか
けに，英語以外の言語にも目を向けてみてください。 
回答案３ 
国連が認める国に数の中で英語を公用語としている国の数が〇〇パーセントになる
ので、共通言語として英語をいろんな国で勉強をしています。利便性の面からまず
は「英語」なのでしょう。言語は複数学ぶと楽しいし、相乗効果で学び自体も深く
速くなるので、いろんな言語を試してみてはどうでしょう。 
また、親戚関係があるように言語同士にも近い、遠いという距離があります。近い
と共通点がたくさんあり、学びやすい（遠いと逆ですね）ですよ。利便性の面から
まずは「英語」なのでしょう。言語は複数学ぶと楽しいし、相乗効果で学び自体も
深く速くなるので、いろんな言語を試してみてはどうでしょう。 
また、親戚関係があるように言語同士にも近い、遠いという距離があります。近い
と共通点がたくさんあり、学びやすい（遠いと逆ですね）ですよ。 
回答案５ 
確かに今現在は、インターネットの情報や話されている国の多さから、英語を学校
でやっているところが多いですが、国内に目を向けると、外国人観光客も在住外国
人も、一番多いのは、中国人ですから、中国語もやっておくと、今後、役に立つこ
とが多くなるでしょう。 
18/03/03 他教科連携の外国語教育と CLILの可能性 @愛知大学 
【ワークショップ】小学生の疑問にどう答える 
回答案6 
英語は「間口の広い」言語だと言われています。男性名詞・女性名詞があったり、
動詞が予想もつかない形に変化したりするフランス語や、発音や文字がとても難し
い中国語に比べて、かなりとっつき易いのです。英語は勉強すればするほど深い言
語ですが、初心者が日常会話をできるレベルに達するのは他の言語に比べて早いで
す。力の強い国の言葉であるという事以外に、学びやすいという事が英語が広まっ
た大きな原因なのです。 
回答案7 
世界にはたくさんの国があって、様々な人々がいて、色々な言葉があります。英
語、中国語、フランス語、アラビア語、・・・私たちの日本語もその一つですよ
ね？皆さんが、もし、世界の人たちと話をするとしたら・・・？お互いに言葉が違
うと、気持ちを伝え合うのは難しそうですね。気持ちがうまく伝わらなくて、人々
の気持ちがバラバラになってしまうかもしれません。それは大変ですよね。でも、
もし英語ができたら、わかり合えることが多くなります。なぜなら、英語は世界中
で、とても多く話されている言葉だからです。たとえお互いに得意な言葉が違って
も、お互いに英語ができるなら気持ちを通じ合うことができます。それは、すごい
ことです。世界が平和にもなります。だから、皆さんには外国語として、まずは英
語を学んで欲しいのです。また、外国語は英語以外にも、それはたくさんの言葉が
あります。他の外国語を学ぶことも、とても大切なことです。 
まずは英語を学びますが、英語以外にも面白そうだなと思う言葉を発見して、ぜひ
学ぶチャンスを見つけてください。 
Q 担任の下手な発音で指導するとかえってマイナスの効果がでてしまうのでは？ 
回答案１ 
あからさまに間違っている発音を聞かせるのは問題がありますが，少なくとも小学校
外国語で取り扱う単語や表現は，発音が難しいものはありません。ですから，授業で
扱う単語や表現だけは事前に音声を聞いたり，発音記号を見たりして練習しておく必
要はあるでしょう。 
回答案２ 
世界にはいわゆる英米の「ネイティブ英語」と様々な点が異なる「英語亜種」が存在
し（World Englishesと言います），それぞれが立派にコミュニケーション手段とし
て使用されています。Japanese Englishもそのひとつなわけですから，日本語的な発
音の英語であることを日本人英語話者が恥じる必要は全くありません。むしろ，「ネ
イティブっぽい発音でない」ということを恥じ入らず，胸を張ってJapanese English
を使いこなす日本人を育てるべきです。
18/03/03 他教科連携の外国語教育と CLILの可能性 @愛知大学 
【ワークショップ】小学生の疑問にどう答える 
回答案３ 
その観点から言って，教師が自分の発音を恥じる態度を示してしまうことは，教育上
大きなマイナスになると言えます。「ネイティブっぽくはないけど，ちゃんと相手に
伝わるように，丁寧に一生懸命英語を話す姿」こそ，児童たちが真似したくなるお手
本になると思います。 
Q16 発音をカタカナで書くのは指導上良いか。好ましくないか。 
回答案１ 
目的によります。「児童が分からないと困るから」と教師がお節介してカタカナを振
っているなら，好ましくありません。児童は，大人より柔軟に英語の音を聞き分け理
解できます。それなのに教師がカタカナ書きして児童の音を聞き取る力を損ねてしま
うのは大変もったいないことです。カタカナを振るよりも，繰り返し活動の中で聞か
せることを意識してください。一方で，特別支援を要する児童など音の認識に困難を
示す児童がいる場合や，活動の進行上，やむを得ず発音困難な単語を扱わざるを得な
いような場面では，上記の点に配慮しつつ例外的にカタカナを用いることも有効でし
ょう。児童の「音を再現するためにカタカナを使おうとする感覚（＝母語の感覚）」
を，一方的に悪だと決めつけてしまわない方が良いと思います。 
Q ローマ字と英語は，どう違うのですか？ 
回答案１ 
「ローマ字」は，「文字の名前」と「音の表記方法」の2つの意味で使われているの
で，少しややこしくなっています。 
文字の名前としてのローマ字（Roman alphabet）は，本来ラテン文字（Latin 
alphabet）のことを指します。古代ローマで使われていた文字だからということ
で，日本では「ローマ字」と呼ばれています。当然，日本語とは異なる言語の文字
たちです。 
また，音の表記方法としてのローマ字は，日本語の音をラテン文字（つまり，我々
が想像するアルファベット）で表記する方法を指します。従って，この場合の「ロ
ーマ字」は，ひらがな・カタカナに並ぶ，れっきとした「日本語」の音の表記方法
のひとつということになります。 
回答案２ 
英語はご存知の通り，ラテン文字を使用する，日本語とは異なる言語ですね。少し
ややこしいですが，以上のことを簡単にまとめると，「日本語と英語は文法も使用
する文字も全く異なる別の言語で，日本語の音を英語と同じラテン文字（＝ローマ
字）で表記する方法のことを，ローマ字（表記）と呼んでいる」ということになり
ます。 
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௧਷ʴରݩʵ
ʤ̒ʥʴಒངʵ͗΍ͪΔͤΓ͏Ӫڻ
ᶅ ੼ͬΎΞ͗ʴಒངʵΝ޹͘͵ཀྵ༟
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e
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ʤ̒ʥᶆ ੼ͬΎΞͶʴಒངʵΝ௎͖ͦΖཤ఼
ʀՐΝՐ͑ ૟଀ྙ৚ॻ͹޴৏
ـ࣍ͬΝ޹఺Կʀαϝϣωίʖεϥϱ೵ྙ͹޴৏
੼ͬΎΞ͹ࠔ͖Δnಒང|Ν௎͖ͦΖηηϟ eϏϒϜϝ
ʀՐΝซ͖ͦΖʁݶཁ͹֭ಚɼԽ״͹ү੔
ʀʴಒངʵʁೖຌݻཔ͹නݳ๑ ؜༙
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ಒང͹ްՎ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ʀՐΝՐ͑ʁৼ഑ؽ೵͹޴৏ɼηφϪηմভɼେःրવ
ऑ͠͹ݱɼՐ͹݊߃ްՎΝࣰ״ʄ୉ਕ͹Ր੢߁৖
̐ɿ೟எৼཀྵָ
&RJQLWLYH
3V\FKRORJ\
ʤ̏ʥʴ೟எৼཀྵָʵͳͺʃ
• ݜڂଲেʁஎְɼىԳɼཀྵմɼָसɼ໲ୌմ݀ɼਬ࿨͵ʹ
ਕؔ͹೟எؽ೵
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'01͹ҡ৙ͳබـͳ͹ؖ࿊੓
0HGLWDWLRQ
໪ΝถͣΖʁৼΝ಼͵Ζ੊ֆͶ޴͜Ζ
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ZZZEUDLQVFLHQFHMSPHGLWDWLRQKWPO
ʤ̐ʥᶆ ʴཀྵ࿨ʁ೶Ռָʵ
ʤ̐ʥᶇ ʴࣰભ๏๑ʵ
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KWWSV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̏ ૥ͳͬΕ
̐ɿౘΕͮΈ͏
̑ɿӀͮࠒΊࢧҌ
̒ɿ ʷʷʷʷ
̓ʀ ʷʷʷʷ
ʴߢఈదʀ੷ۅదͶ఺׷ʵʤʊ̎ʊʥ
̎ɿ͍͵ͪͺ͚ͣͮΕͳɼਇݍͶ෼ࣆΝߡ͓Ζɼ
ཚͬ஥͏ͪ੓֪ ͹࣍ͬकͲͤ͸AA
ʤগػ͗Ͳ͘Ζʄ ʊ̎ʊʥ
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/HWVb(QFRXUDJH+LP+HU LQ(QJOLVKAA
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ᲮᲨᇜ᜕ȡȳǿȫ
ǻȩȔȸ ʤ̏ʥ୉ਕ͹ͪΌ͹ϭʖέεϥρϕʤࢃ੤ʥ
ࢂՅंͶʴಒངʵΝ௪ͣͱ
ࣙ෾ΝݡͯΌ௜͢ɼಒৼͶศͮͱɼ
๪Ηͱ͏ͪ״৚Ν൅ݡͤΖؽճΝ
఑ڛͤΖͪΌ͹ࣰભ
ʴಒངʵʁ
ʀࢢʹ΍͹ࠔͶ׵Η਎͢ΞͫɼԽֺ͹ʴݬ఼ʵ
ʗఏ߇͵͚ɼण͜೘ΗΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ζۄʀࢽ
ʀৼ͹ں
ʗ ಒངΝ௪͢ͱӫ͢ड़͠ΗΖৼ৚
ίᾂὸ Ẑᇜ᜕ỊʴဃỆᾂࡇẑ
ṞᐯЎᐯ៲ầẔ܇̓ẕỉ଺
ṟᚃểẲềẔ܇̓ỆᎮẦẶỦẕ଺
ṠʴဃỉࢸҞẔᐯЎỉẺỜỆᎮẪẕ଺
ᾄώỂỊẆỄạợạ ử Ẃ ᾭ὿ᾭ
Let’s Enjoy Nursery SongsẂ
ẸỉЭỆὉὉὉὉ
[ სे ]
ẔขԠԈẕử
ᾂׅ
ẲộẲỢạ ᾭ὿ᾭ
ᾅώίᾀὸ Ẕᇜ᜕ẕ
ẸẲềẆ
ẔἍἻἦὊί࣎ྸၲඥὸẕ ồὉὉὉ (116)
Ẕବỉ ݱ߷ẕ
What are Your Wonderful Memories in Spring?
ίWhat Have You Doneὸ
( ᾭ὿ᾭ )
A:   I like ------ in spring, because ------.
ίI haveὸ
B:  Oh, I see. That’s good ^0^
I like ------ in spring, because ------.
ίI haveὸ
A:  :  Oh, I see. That’s great! ^0^
(*ɧܭᚺὉྵנܦʕὉὉὉὸ
Ẕ݈ٟޛẕ
What will You Try to Do This Year?
( ᾭ὿ᾭ )
A:   I will try to ------ this year, because ------.
B:  Oh, I see. That’s good ^0^
I will try to ------ this year, because ------.
A:  :  Oh, I see. That’s wonderful, fantastic! ^0^
(*ɧܭᚺὉὉὉὸ
ଐஜỉẒᇜ᜕ẓ Ẕᒍᛖ༿ẕ
ὉẐỐỦẰểẑ ὼὼ My Country Home
ὉẐớẴỮỂọỤẟềẑ ὼὼ Close Your Hand ίẐႸႎᛖẑỉᢌẟὸ
ὉẐٻẨễӞ଺ᚘẑ ὼὼẐẂႊ࠰˞ộẵỆ῍ẑỂẴầẆҾ୺ỊẐ˴࠰ẑᾎᾎ
ὉẐዴែỊếỀẪợὉὉẑ ὼὼ I’ve Been Working on a Railroad ᾉӷẳᤧᢊỂờὉὉᾎ
ὉẐ࠳ẶễỤềửẺẺẮạẑὼIf You’re Happy and You Know ItὉὉὉᾉWorkshop ӼẬ
ὉẐἛἾἱỉജẑ ὼὼ Sound of Music: Do-Re-Mi ᾉᚪᚺểỉᢌẟỆấờẲỨẰẂ
ὉẐἳἼὊẰỮỉọếẳẑὼὼMary Had a Little LambᾉẐἳἼὼẰỮẑầ፤ửܖఄỆᡲủề
ᘍẾẺểẨẆả῍ὲᾎẸỮễẮểầὉὉᾎᾎ
ίᾁὸ ݱܖఄὉɶܖఄ ӼẬᾉ Ẕᇜ᜕ὺCLILẕ
ίEnhance Listening Comprehension ὸ
ẔᒍὉԧᚪẕẲề Ẕജẕ ấạẂ ଐஜỉ Ẓᇜ᜕ẓ ᾭ὿ᾭ
ὉẐỡẨẑ ὼὼ ẂSnow is FallingὉὉὉ
ὉẐବầஹẺẑ ὼὼ ẂSpring Has ComeὉὉὉ
ὉẐѣཋטẑ ὼὼ ẂWe’re Going to the Zoo, Zoo, ZooὉὉὉ
ὉẐẰẾẼỞỮẑ ὼὼ ẂSatchan, my friendὉὉὉ
ὉẐẨỤẨỤỗẲẑ ὼὼ ẂTwinkle, Twinkle, Little StarὉὉὉ
ὉẐỐỦẰểẑ ὼὼ ẂRabbits are good tasteὉὉὲὲᾎᾎ ίᾭ὿ᾭὸ
ὉẐẹạẰỮẑ ὼὼ ẂLittle Gray, ElephantὉὉὉ
ὉẐཚỉấộỪụẰỮẑὼὼẂẐấộỪụẰỮẑẐẮỈẮẼỞỮẑỉ ժẨ٣Ịᾎᾎ
ὉẐବỉݱ߷ẑ ὼὼ Ẃ ᾎᾎᾎ
ὉẐờờẺỨạẑ ὼὼ Ẃ ᾎᾎᾎ
ίᾂὸ ᭗ఄὉٻܝ ӼẬᾉ Ẕᇜ᜕ὺCLILẕ
ίEnhance WritingὶSpeakίSingὸinᾶ Comprehension ὸ
ẔỐỦẰểẕ ạẰẩ ᡙẟẲ Ầỉޛ
Ắốễ ᤊụẲ Ầỉ߷
ٹỊʻờ Ờẫụề
ࣔủầẺẨ ỐỦẰể
ẟẦỆ އộẴ ༵൐
ếếầễẲở Ӑ׽ẟẦỆ އộẴ ༵൐
ếếầễẲở Ӑ׽
ᩋỆ ᫘Ệ ếẬềờ
ेẟẟỀỦ ỐỦẰể ࣓ử ௐẺẲề
ẟếỉଐỆẦ ࠙ỤỮ ޛỊ ᔘẨ
Ố Ủ Ằ ể ൦Ị ฌẨ
Ố Ủ Ằ ể
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